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青木繁の晩年九州時代の資料紹介

（1）石橋美術館購入の資料 植野健造

（2）青木繁の新聞挿絵について 後藤純子

（3）松田諦晶資料に見る青木繁の足跡 森山秀子

は じめに

石橋 美 術館 で は,平 成14（2002）年 か ら翌15年 にか

け て,洋 画 家 ・青 木 繁 （1882-1911）に焦点 をあて た二

つ の展覧 会 を 開催 した。 す な わち,平 成14年11月16

日か ら平 成15年3月16日 まで 開催 した「青 木繁 ・坂 本

繁二郎 生 誕120年 記 念 筑後 洋 画の系 譜」展 と,平 成15

年5月20日 か ら7月6日 まで 開催 した 「青 木 繁 と近 代

日本 の ロマ ンテ ィ シズ ム」展 で あ る。後 者 の展 覧会

は,東 京 国立 近代 美術 館 との共 同企 画 に よる もの で

あ り,東 京会 場 では,久 留 米会場 に先 だ ち3月25日 か

ら5月11日 まで開催 され た。 お り しも平 成14年 は青

木繁 の生 誕120年 にあ た り,こ の 「夭 折 の 天才 画 家」

の生 涯 と芸術 の内実 を再 検 証 し,そ の芸 術 を近代 日

本美 術 史 の 中で あ らため て 位 置づ け る よい 機 会 と

なった。

青木 繁 の生 涯 と芸 術 につ い て は こ れ まで に多 く

の研 究,著 作 が あ り,資 料 につ い て も主 要 な もの は

す で に何 らか の か た ちで 一 般 に 紹介 され て い る と

考 え て よい だ ろ う1）。 しか し,研 究 者 や 一般 の 美術

愛 好 家 に幅 広 く関心 を集 め る青 木繁 研 究 にお い て

は,新 出資 料 や新事 実 の発見 が今 日なお報 告 され る

こ と も珍 しい こ とで は ない 。 石橋 美 術 館 で も今 回

の この二 つ の 展 覧 会 の準 備 段 階 で い くつ か の新 知

見 を もた らす 資料 と出会 う こ とが で きた。 本稿 で

は,そ れ らの資 料 の紹 介 をお こ ない,そ こか ら導 か

れ る青木 繁 の生 涯 や芸 術 につ い て の新 知 見 や 問題

を提 示 して み たい。 （植 野 ）

（1）石橋美術館購入の資料

石橋 美 術 館 で は,平 成14（2002） 年3月 に青 木繁 に

関す る資料4点 を購 入 した。 そ れ らは,1「 青 木繁 書

簡 （明 治43年11月22日 付 青 木 鶴代,た よ子 宛 ）」,2

「青木 ま さを書 簡 （明 治44年12月24日 消 印 福 田豊 吉

宛 ）」,3「青 木 繁写 真 （幸彦 を抱 い た）（明治38年9月 撮

影）」,4「青 木繁 写真 （明治40年 撮 影 ）」,であ る。 これ

らの資料 は,平 成14年1月 に福 岡 市 の古 書 店 に売 り

に出 された もの で,そ れ らを石橋 美術 館 が購 入 した

もの で あ る2）。以 下 に これ らの資 料 につ い て簡単 な

解 題 を加 えた い。
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1.青 木 繁 書 簡 （fig.1）

明 治43年11月22日 付 青 木 鶴 代,た よ子 宛

紙 本 墨 書,巻 子 装

書 簡 部 分:縦17.4× 長 さ220.9cm

封 筒 部 分:縦17.4× 長 さ14.8cm

（紙 継5紙:長 さ1紙18.5cm2紙60.3cm

3紙60.3cm4紙60.3cm5紙21.5cm）

（解 題）

鶴代 （ツル ヨ）は青 木繁 の 姉,た よ子 （タ ヨ）

は妹 。 本書 簡 は,青 木繁 が死 去す る前 年,入 院

中で あ った福 岡 東 中洲 の松 浦病 院 か ら姉妹 に

宛 て た遺 書 とも言 うべ き もの で あ る。 この書

簡 の文 面 は,青 木没 後 の大 正2（1913）年 に刊行

され た 『青 木 繁画 集』（政 教社 ）に収 め られ た梅

野 満 雄 「噫青 木 繁 君 」の 中で 紹 介 され て 以 来,

青 木 を語 る際 には必 ず 引 かれ る有 名 な文 章 で

あ る。 しか し書 簡 の実物 その もの は これ まで

一 度 も世 に登 場 した こ とは ない とみ られ
,き

わめ て貴重 な もの であ る3）。 ちなみ に,久 留米

市 の兜 山 （け しけ し山）頂 上 の 青 木 繁 歌碑 は,

この遺 言 に応 えるべ く坂 本 繁二 郎 らが 昭和23

（1948）年 に建立 した もので あ る。

fig.1青木繁書簡

明治43年11月22日 付 青木鶴代,た よ子宛
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（文面）

先度ハ御手紙難有存候。小生ハ其後海辺の方へ転

地療養候処,左肺疾患に加へて右方肋膜炎を併発 し,

呼吸頗困難に陥ゐり歩行 も数歩にして息切れ,病勢

大に進み,致方なく当病院へ入院の身と相成申候。

爾来病褥の上へかつぎ上けられたる儘,前 後左右の

身動 もならず,一両日は付添人も有之候へども其後

ハ不来,食 膳痰壺持つにも息切れ便通にも必死の苦

痛,と ても斯 くては永かるまじくと心念候処,医 師

の介抱 と友人の篤志とは漸 く此難症を和らげ候 も

のか,さ しもに衰弱せし喀血後の弊躯も稍元気出で,

食慾付き,肋膜炎も全快,喀 血も吐血も全くとまり,

前後の身動 きも稍自由を得,昨 今は牛乳も食膳も一

人にて飲み食らひ,飯 も三杯を平らげ候。又方々よ

りの見舞物 もドシドシ食べて了ひ候。医師も大に

安心候様子,或 は此分なれば再び浮世の風に当る事

もやと力なき万一の希望 も出で候心を哀れと思召

被下度候。

去 り乍ら左肺を全 く犯し今又右肺を漸犯候事にて,

此悪疾の到底不治の相場ときまり候もの,稍気分よ

しとて宛になるものにあらず。過日来の如 くんば

到底筆とりて一字も書 く事ならず,此 寒さにむかひ

て何時又悪るくなるかも知れず,小生も今度はとて

も生きて此病院の門を出る事とは期し居らず,深 か

く覚悟致居候に付,今 の中に皆様へ是迄不孝不悌の

罪を謝 し併せて小生死後のなきがらの始末ニ付一

言御願申上置候。

小生も是迄如何に志望の為めとは言ひ乍 ら皆皆へ

心配をかけ苦労をかけて未だ志成らず業現はれず

して茲に定命尽くる事,如 何ばかりか口惜 しく残念

には候なれど,諦めれば是も前世よりの因縁にても

有之べ く,小生が苦しみ抜 きたる二十数年の生涯も

技能も光輝なく水の泡と消え候も,是不幸なる小生

が宿世の為劫にてや候べき。されば是等の事に就

て最早言ふべき事 も候はず,唯残るは死骸にて,是

は御身達にて引取 くれずば致方なく,小生は死に逝

く身故跡の事は知 らず候故よろしく頼み上候。火

葬料位は必らず枕の下に入れて置候ニ付,夫 にて当

地にて焼き残りたる骨灰は序の節高良山の奥のケ

シケシ山の松樹の根に埋めて被下度,小 生は彼の山

のさみしき頂より思出多き筑紫平野を眺めて,此世

の怨恨と憤懣と呪詛 とを捨てて静かに永遠の平安

なる眠りに就く可 く候。是のみは因縁ありて生れ

たるそなた達の不遇 とあきらめ此不運なりし繁が
一生に対する同情 として

,是非是非取計らひ被下候

様幾重にも御願申上候。
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過日義雄が思懸けなく大学前の旅館に見舞に来て

くれ大に生長 して又他人の中にある故にや,何事も

遠慮勝ちに応接したる体度,彼 は一通 りの思慮 もあ

りどうやら間違なく行 きさうに存ぜられ,斯 く病疾

の身となれば一層感情に脆 く相成 り涙のみ先立ち

大に泣かされ候。又丁度喀血の最中にて感情亢奮

の結果,胸 をチクチク刺して鮮血を喀く事痰壼に三

杯,義雄も定めて驚ろきて帰へり候事と存候。
一時は喀血四千グラムに上ぼり

,痩身貧血既に危篤

に陥ゐり候て小生も全く死の近づくを待ち候処,其

後の経過はよろしき方前述の如 くに候。母様には

其中によろしく申して被下度願上候。又御見舞に

御出の事は全然やめにして被下度,一時危篤なりし

故電報も差立候ものの今考へれば,御見舞も看護も

受くる程の男にあらず。不幸なものは何処が何処

迄も不幸にて,是 が奇 しき繁が運命の跋なるべ く

候。却て御見舞に預かり感情興奮候時は,又又喀血

して大事に至るやも知れず,た よ殿の志ばかりにて

満足して目を閉づ可く候。不一。

十一月二十二日

病褥にて 繁

つる代殿

たよ子殿

侍史

（封筒）

福岡県八女郡岡山村室岡吉田方

青木鶴代殿

青木たよ子殿

乞親披

福岡市東中洲

松浦病院より



2.青 木 ま さ を書 簡 （fig.2）

明 治44年12月24日 消 印 福 田 豊 吉 宛

紙 本 墨 書,巻 子 装

書 簡 部 分:縦18.5× 長 さ303.4cm

封 筒 部 分:縦18.5× 長 さ16.0cm

（紙 継6紙:長 さ1紙34.5cm2紙60.3cm

3紙60.5cm4紙60.5cm5紙60.6cm

6紙27.0cm）

（解 題 ）

ま さを （マ サ ヨ）は青 木繁 の母 親,福 田 豊吉

は青木 の 恋人 で あ った福 田た ね の父親 。 青木

は明 治44（1911） 年3月 に松 浦病 院で 死 去 した

が,そ の年 の 暮 れ に八 女 郡 岡 山村 の ま さを か

ら栃 木 県芳 賀 郡水 橋 村 の福 田豊 吉 に宛 て た書

簡 。 この書 簡 か ら,母 親 ま さをが 青 木 が福 田

た ね との 間 に一子 （福 田蘭童 ）を も うけて い た

こ とを青木 の 死後 も知 らなか った ことが わか

り,青 木 生 前 の様 子 や 青 木家 の家 柄 な どにつ

い て も詳 し く記 され てい る。本 書 簡 は,昭 和3

（1928）年10月 発 行 の 『みつ ゑ』第284号 所 収 の

西 田武 雄 「天才 繁 の母 の手 紙 」にお い て紹介 さ

れ た もの で あ るが,こ れ も実 物 は 一度 も世 に

出 た こ と は な い と思 わ れ る貴 重 な資 料 で あ

る。

fig.2青木 まさを書簡

明治44年12月24日 消印 福 田豊吉宛
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（文面）

謹啓陳者忰繁逝去に就ては特に御叮重なる御吊詞

に預 り難有奉謝候然るに御紙面に依れば忰に一子

ありて貴家御養育被下候 よし実に驚愕仕候而かも

已に就学致居候事思へば永の年月嘸かし御面倒の

御事に候ひしならむ知らぬ事 とは申乍 ら未だ一度

の御見へさへ申さず候へども御情深き御志の程奉

深謝候,生 家余 りに技芸に見入りて世故に疎 くその

行為多 く常軌をはづれ,斯かる哀れの物語を遺して,

身まか りつる忰の心情も察せ られ今更の如 く気の

毒に至 りに堪へず,予 而何か深 き憂の有るらしけれ

ど父を喪ひし為か将た例の技芸の上の事 とのみ思

ひ込みて,已に相当の年齢にも達し候事故夫れなれ

と嫁の詮議など致 し充分勧め候ひしも何故か避け

候故,左 して無理にも申さず,田 舎者にては到底六

ヶ敷からむとて沙汰止みに致候ひしか夫れか妾の

絶へざる苦労に候ひつるを今にして考ふれば,斯か

る話は忰を責むる針にて候ひつらむ思ひ及ばぬ事

ながら,罪深き事為しもの哉嘸や草葉の蔭より怨み

申さむ,思へば悲 しき極みに候よ実に昔し語 りには

聞きも及びつれど,今文明の世に斯かる惨 しき事の

目のあた り吾が児と孫との上に見むとは忰の仕わ

ざのあ しき故 とは申乍ら生れてこの日まで永の年

月,別 けて近年は音信さへ打絶えて臨終のその際ま

で,そ を洩さず,強情我慢もこゝに到れば腹立 しく,

妾の何時までも幼き児の如き心地 して其処に思ひ

到らざりしを悔ふるのみに御座候,抑 も忰繁の妾の

家に人と成 りしか,不幸にてその上家の長男と生れ,

後相続の重き責をは負ひつゝ,父 は早 く老衰して,

忰上京頃の両三年は,その身も壮健に候ひしが腹黒

き友達の証人に立ちて巨額の弁償を成ししか初め

にて爾来ゐる事,成事,不 運つゝ き卒業頃には,その

身さへ自由ならず,後 には弟妹多くして忰の身には,

重 き任の加れるのみその社会に立てゝは荒 き波風

に翻弄せられ痩我慢をすれば為る程,深 淵に陥り行

往いよいよ非凡と成 り数年の放浪生活に痛 く神身

を損ひ,夫の喪去に深き悲哀を覚え情緒いよいよ乱

れ妾の申す事など,耳に入れず暫時家より放して思

ふ儘に致させなど,気 も変らむ,年 とりなば強情も

止まむかと,妾は,子供引き具 して実家へ参 り二年

過ぎ三年を過 ぎ候中に定る妻 も家も荒ら浪の把菰

の地にさすらひ,酒 に耽りて健康を害 し後患を為す

の責を作 りしと思へば,皆妾の足らはぬ事故にて,

返すかへすも遣る瀬無く,未だ見ぬ坊の事承りては,

身も世も有らず,忰 の忘れ紀念,只遭ひ度さに,夜毎

に見る夢さめて悲しき,嘸慈悲なき婆よと怨みむも,

何卒御宥し被下度世にはつらきつらき義理てふも
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のの存すれば,今 にも抱きて連れ来む,こゝ ろは

山々なれど,不孝の児を持つ親心の苦しさは御諒察

被下度候,道遠 しとは云へ,便利よきこの時節,必 ら

ず必らず御目に懸り厚き御礼を申述べ,可 愛き孫の

顔も見度く候へは,その児の母上にも宜 しく御申伝

へ被下度,別封忰の小影,よ く坊に御渡し被下度,何

れ成人の上は,亡 き父の遺志を嗣き,天晴その道の

達人と成る様御申聞け被下度偏へに願上申候,何 か

忰の身に成 りし絵画と思へ ど宅には無之,東 京へ,

問合せ候処,例の不始末にて,下宿へ,数 百円の抵当

に相成候由にて,一 寸困難致居候併 し何 とか して,

是非一面なりとも紀念を遣 し度候へば左様御諒恕

被下度候,終 りに付記致す可 きは,青 木家の事にて

有馬藩士にて世に茶道,礼 法を以て藩公に仕へ,祖

父宗龍殊にその道の堪能にて令聞あり,為めに深く

同僚に忌まれ,藩主御秘蔵の金の茶ほうじを匿して

罪を嫁し為めに百余 日牢獄に呻吟し拷問,次 第につ

のりて算盤責苦にまで遭ひつるを繁の祖母は,幼児

を連れ水垢離を採り,只管神願 してぬれ衣を解かん

事を請ひしが禄は褫かれ悲惨の極に達せしか,天道

永へに明にして犯人判明し,祖父は再ひ晴天白日却

て面目を施せしか永 き責苦の疲れと,一時に気の弛

みし為か,間 も無く幼児を胎 して永眠し,祖母は,女

の手一に幼児を養育する程に世は幕末の尊王論一

世に囂々として禄を食む,夫 の兄は佐幕に馳せ,夫

は,尊王を唱へて西郷等と相往来し王事に微力を尽

し,軍人として,立 たむと為しか,藩 公に捕へ られ,

後許され,京 師に入 り薩軍に加 りしを祖母の切なる

諌めに,遂 に刀を棄てゝ,祖 母に仕へて孝養を尽し,

維新後の朝三暮四の時に当り法律を学びて,代言人

を成し,以て今日に至 りしものにて,そ の概略上の

如く,位高き家には候はねど由緒正 しき氏の長子に

て候ひき本日は,四週日にて,太夜に相当し親戚相

寄 り仏事営み供養致し,永 き永き手紙にて,言 の葉

つきず葬儀は,福岡病院より火葬に付して京地友人

等の依嘱も有之延期 して過ぐる火曜日の夕,父 の側

らに懇ろに葬 り候間,引 続 き法回等困難に取紛れ,

御返事延引の段御宥恕被下度,終 に望み,御 全家様

の御健康を祈上候

青木まさを

福田豊吉様

み許に

（封筒）

栃木県芳賀町水橋村東高橋

福田豊吉 様



福 岡県八 女 郡 岡山村 室 岡

青 木 ま さを

（明治44年12月24日 消 印）

3.青 木繁写真 （幸彦 を抱いた）（fig.3）

明治38年9月 撮 影

写真:縦9.0× 横5.9cm台 紙:縦12.5× 横8.4cm

台 紙裏 面 に イ ンクに よる書 き込み:青 木繁 幸 彦

明 治三 十八 年八 月二 十九 日 生後二 十 一 日 目

4.青 木繁 写真 （fig.4）

明 治40年 頃撮 影

写真:縦11.0× 横7.8cm台 紙:縦16.0× 横

11.0cm

台紙 印刷:久 留 米市 日吉 町弐 丁 目 江上 写真 館

　M.　Egami

台紙裏 面 に墨 に よる書 き込 み:梅 野 蔵 故青 木繁

君

（解題 ）

3,4と もに青 木繁 の 画 集,文 集 等 に掲 載 され る写

真 の オ リジナ ル プ リン トと して きわめ て貴 重 であ

る。3の 台紙裏 面 の イ ンクに よる書 き込 み の筆跡 は,

青 木 の もので は ない。

以上 が その概 要 であ る。 これ ら4点 の資 料 の うち,

1と4は 福 岡県 久留 米市 の青 木 家 に,2と3は 栃木 県 芳

賀 郡水 橋 村 の福 田家 に 当初 は あ った はず で あ るが,

そ の後 の来 歴 の詳 細 につ い て は不 明 で あ る。1と2

は現 在 巻 子 形 式 に装 丁 され て い る。 この よ うに装

丁 され た時期 につ いて,こ れ らの資料 の購 入 先 で あ

る古 書 店社 長 の宮徹 男 氏 の ご教 示 に よれ ば,1は 昭

和 戦 前 期 の装 丁 で は な いか との こ とで あ り,2に つ

い て は平 成11年 に古 書 店 が 入手 され て 以後 に施 さ

れ た もの で あ る との こ とで あ る。 また,こ れ ら4点

は,先 述 「筑 後 洋 画 の系譜 」展 に出 品展示 され,1「青

木 繁 書 簡 （明 治43年11月22日 付 青 木鶴 代,た よ子

宛 ）」は「青 木 繁 と近代 日本 の ロマ ンテ ィ シズ ム」展

に も出品展 示 された。 い ずれ も,青 木 の生 涯 を語 る

う えで の第 一 次 資料 と しての 価値 は きわめ て 高 い

もの と言 えるだ ろ う。

註:

1）た とえば,青 木繁研究の基本文献 として,青 木の文章

をま とめ た青 木繁 『仮 象の創造 』 （中央公 論美術 出

版,昭 和41年1月 ）があったが,最 近,こ の内容 に新 出

資料 と青 木の友 人 らの追悼文 を増補 した,『 仮象 の

創造－ 青木 繁全 文集 増 補版』 （中央公論 美術 出版,

平成15年6月 ）が刊行 された。

2）これ ら4点の資料の紹介 と売 り立 ての ことは,『 西 日

本文献 目録 福 岡葦書房 古書 目』第40号 （平 成14年1

月）に掲 載 された。

3）管見で は,こ の書簡 が展 覧会 において公 開された例

を知 らない。 また,刊 行物 にお いて も,河北倫明 『青

木 繁－ 悲劇 の生涯 と芸術』 （角 川書店 〈角川新書 〉,

昭和39年10月 ）の 中で写真掲載 されているのが唯一

の例 ではないだろうか。

fig.3青木繁写真 （幸彦 を抱 いた）

明治38年9月 撮影

fig.4青木繁写真

明治40年 頃撮影
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（2）青木繁の新聞挿絵 について

1.調 査 の発 端

青 木 繁 に関連 す る二 つ の展 覧 会 の 事 前調 査 の た

め,石 橋 美術 館 で は所蔵 してい る地 元新 聞 のマ イ ク

ロ フ ィル ムや 開館 当初 か ら実施 してい る新 聞 ス ク

ラ ップ 帳 の 中か ら青 木 繁 に関 す る新 聞 記 事 の調 査

を は じめ て い た 。 ち ょ う どそ の 頃,北 原 白秋 研 究

家 ・調 海 明氏 （福 岡県 大 川市 出 身 ・東 京都 在 住 ）に

よ り,明 治40（1907） 年青 木 繁 が地 方 紙 『九 州 日報 』

に 「美 術 閑話 」 とい う タイ トルで7回 に わた って芸

術 論 な ど を語 っ てい る記事 が発 見 され,調 氏 は 『白

秋 の証 言 資料 集12』 で これ を発 表 し,青 木繁 の晩 年

を知 る新資料 として注 目 され た1）。

さ らに調氏 は 『白秋 の 証言 資 料 集13』 に 「青 木

繁 の新 資 料2」 と して 『九 州 日報』 に掲 載 され た2

編 の記 事 の全文 を掲 載2）,さらに同資料 集 の 中で,明

治44（1911） 年3月,佐 賀 師 範 学校 を会場 として 開催

され た九 州 図 画展 覧 会 に青木 繁 が 準 備段 階 で 関わ

っ た可 能性 を示 唆 し,こ れ ら一連 の新 資料 か ら,従

来語 られ て きた破 滅 的 な青 木繁 の晩 年 の イ メ ー ジ

に対 し疑 問 を投 じられた。

石橋 美 術 館 で は青 木 繁 が 父 の危 篤 の 報 を受 け て

九州 へ 帰省 してか ら亡 くな るまで の期 間,地 元 の新

聞 に まだ発 見 され て い ない 青 木繁 の生 前 の記 事 が

ないか,ま た調 氏 の指摘 にあ る よ うに青 木 繁が 「九

州 図 画展 覧 会 」 に関係 してい た こ とを示 す 記事 が

ないか調 べ る こ とに した。

2.調 査 範 囲 と結 果

石橋 美術 館 で は過 去 に お け る地 元 の美 術 情 報調

査 の た め,明 治 か ら開 館 前 まで の 『西 日本 新 聞 』

（前 身 の 『福 岡 日 日新 聞』 も所 蔵 ）の マ イ ク ロ フ ィ

ル ム を計 画的 に購 入 してい る 。今 回 明 治40（1907）

年 ～44（1911） 年 の 『九 州 日報 』 の マ イ クロ フ イル

ム を購 入 し,同 年 間 の 『福 岡 日 日新 聞』 とあわせ て

調 査 の結 果,青 木繁 の挿絵6点 を発 見 した。

また佐 賀 県立 図書 館 にて明 治44年 の 『佐 賀 新 聞』

のマ イク ロフ ィル ム を閲覧 の結 果,「 九 州 図画展 覧

会」 に関係 す る記事 の 中で,青 木 繁 に 関係す る下記

の記事 を発 見 した。

「九州図画展覧会 既報の如く九州図画展覧会は来

二十七八九の三日間午前九時より午後五時迄当師

範学校内に於て開催せらるる筈なるが,出 品図画は
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在東京太平洋画会白馬会の水彩画協会等の油絵十

五点水彩画四十三点共逸品多く,他に東京美術学校

卒業者の製作品及現生徒の作品十九点あり。尚本

県中学校図画教師の出品油絵六点水彩画一点日本

画十点県外中等学校生徒作品三百余点県内同上五

百余点にして悉く到着目下陳列に着手中なるが,小

城中学出青木氏の作品は天下既に定評あれば陳列

中の異彩なるべ く市内有志 よりの出品にかかる古

画（三十点）も又貴重の品なりと云ふ。因に二十九

日午前九時よりは東京美術学校長代理として出張

の同校教授大澤工学士,中学校講堂に於いて一場の

講演を為す由にて氏は美術装飾建築等に長じ本年

巴里に於て開設されたる図画教育会に文部省 より

派遣 されたる事あり。図画工芸教育に関係あるも

のは聴講差支へなしと」/『佐賀新聞』明治44年3月

27日

文中に 「小城中学出青木氏の作品は天下既に定

評あれば陳列中の異彩なるべく」とあり,青木繁は

小城中学出身ではないが,本 記述は小城中学校（現

佐賀県立小城高等学校）所蔵の青木繁 《朝日》（明

治43年作）が九州図画展覧会に出品されたものと思

われる。なお,この記事には句読点がないが読みづ

らいのでそれを補った。

3.青木繁の新聞挿絵

新発見の挿絵は次の6点である。

〈挿絵1〉 （fig.5）

右手 に酒 瓶 を もつ男 の 立像,画 面外 に 「青木 繁 画」,

∞ のサ イ ンあ り/『 九 州 日報』 明治41年1月7日5面

〈挿絵2〉 （fig.6）

花 と杯,タ イ トル な し,線 で 囲 み カ タ カナ で シゲ ル

の サ イ ンあ り/『 九州 日報 』 明治41年5月17日1面

＊青木繁作か検討 を要す る

〈挿絵3〉 （fig.7）

花 とか たつ む り,タ イ トル な し,線 で囲 み カ タ カナ

で シゲ ル のサ イ ンあ り/『 九 州 日報 』 明 治41年5月

29日1面 ＊青木繁作 か検討 を要す る

〈挿絵４〉（fig.8）

柿 の 木 々 が 手 前 に描 か れ 奥 に数 軒 の農 家 と森 林,

「西 肥 の 秋 色 （其 一 ）」,画 面 に 「柿 の村 」 の 文 字



と∞の サ イ ンあ り/『 福 岡 日 日新 聞』 明治42年10月

28日5面

〈挿絵5〉 （fig.9）

山 間の風 景,画 面 外 に 「西 肥 の秋 色 （其 二 ）」,画 面

に 「天 山路」 の 文字 と∞ のサ イ ンあ り/『 福 岡 日日

新 聞』 明 治42年11月2日5面

〈挿絵6〉 （fig.10）

家 屋 と傘 をさ した人物 の後 ろ姿,画 面 外 に 「西肥 の

秋 色 （其三 ）」,画 面 に 「温 泉村 」 の文 字 と∞ のサ イ

ンあ り/『福 岡 日 日新 聞 』明 治42年11月6日5面3）

fig.6〈挿絵2〉 「九州 日報』明治41年5月17日1面

fig.5〈挿絵1〉 『九州 日報』

明治41年1月7日5面

fig.7〈挿絵3〉 『九州 日報』

明治41年5月29日1面

fig.8〈挿絵4〉 『福 岡 日日新 聞』

明治42年10月28日5面

fig.9〈挿絵5〉 『福 岡 日日新 聞』

明治42年11月2日5面

fig.10〈挿絵6〉『福 岡 日日新 聞』

明治42年11月6日5面
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以上の調査結果は 「青木繁と近代 日本のロマンテ

ィシズム」展図録の年譜,文献目録に反映された。

4.挿 絵 のサ イ ンにつ いて

青 木 繁 は雑 誌 や 詩集 な どに挿 絵 を描 い てい るが,

そ の 中 の い くつ か に ∞ のサ イ ンが見 え る。 今 回 の

調 査 の 際,そ の サ イ ンが 青 木 繁 の 挿絵 の発 見 に役

立 った。

青 木繁 の∞ の サ イ ン につ い て は,『 青 木 繁 画集 』

（政教 社,1913年4月 ）の絵 画 目次 の後 に附 記 と して

次 の よ うに書 かれ てい る。

二.款記 につい て。

（省 略）其外 単 にS-Aと 署 し,ま た羅 馬 数字 の8字 を

横 に した るが如 き符標 を用 い たる もあ り,『 春 鳥集

口絵 』 はそ の例 な り。 こ は坂 本氏 の言 に依 れ ば,二

圏 （「圏」 は 「ま る」 の意:後 藤補 ）を繋 ぎた る もの

に して,当 時青 木,坂 本,森 田の三 氏連 盟 の符標 と し

て,森 田氏 は三 圏,坂 本 氏 は四 圏 を用 うべ き定 め な

りしが,こ の発案 も余 り実行 せ られず して止 みた る

な り。（省 略）

と ころで 岩 野美 衛 （泡 鳴 ）の 詩 集 『夕 潮 』（日高有

隣 堂,1904年11月 ）と中村 吉 蔵著 『旧 約物 語 』（金尾

文 淵堂,1907年1月 ）は青木 繁 の挿絵 を含 んで い る こ

とが よ く知 られ て い るが,そ の 中 の次 の2つ の図 版

（fig.11,12）は これ まで紹 介 され てい ない 。 これ もサ

イ ンか ら青 木繁 による もの とわか る。

今 後 も青 木繁 が 〈挿 絵2,3〉 （fig.6,7）にあ る 「シ

ゲ ル」 とい うサ イ ン を他 に使 用 して い る例 が ない

か調査 を進 め,こ の挿 絵 が青 木繁 に よる ものか どう

か明確 に したい。

註:

1）「美術 閑話」 は 『仮 象の創 造－青 木繁全 文集 増補

版』 （中央公論美術 出版,平 成15年6月 ） に収録 され

た。

2） 「洋 画大 家来 る（青木繁 の帰省 ）」/『九州 日報』 明

治40年10月4日4面

「青木画伯 の談片」/『九州 日報』 明治40年10月6日

4面,こ れ も 『仮象の創造－ 青木繁全文集 増補版』 に

収録。

3）挿絵6に つ いては,平 成15（2003）年4月15日 か ら5月5

日,福 岡県八 女郡黒木 町 「学 びの館 」で 開催 され た

久留 米出身の青木繁,坂 本繁二郎,高 島野十郎の未公

開作品展示 にお いて,お な じ構 図の青木繁 のスケ ッ

チが展示 されて お り,下 記新 聞記事 に図版 が掲載 さ

れてい る。

『西 日本新 聞』2003年4月13日

『朝 日新 聞』2003年4月17日

『毎 日新 聞』2003年4月18日 筑後版

『読売新 聞』2003年5月4日 筑後版

（3）松田諦晶資料に見る青木繁の足跡

久 留 米 生 ま れ の 洋 画 家,松 田 諦 晶 （本 名 は実,

1886-1961） は,同 郷 の青木 繁 （1882-1911）,坂 本 繁二

郎 （1882-1969）よ り4歳 年下,古 賀 春江 （1895-1933）よ

り9歳年 上 で,年 代 的 には この3人 の画 家 には さまれ

た形 で あ る。彼 は,草 創 期 の二 科 会 に入選 を果 た し

た経 歴 を持 つ が,二 科 賞 を受賞 した後 輩 の古賀 にバ

トンを渡 すか の よ うに,中 央 画壇 か ら身 を引 い て し

ま う。 そ のせ いか,上 記3人 の画 家 に比べ る と,そ の

名 は広 く知 られ て は い ない が,青 木 と古 賀 は早 世,

坂 本 は近 郊 の八女 に転居 したの に対 し,彼 は生涯 郷

里 に と どま り,後 進 の指 導 に も熱 心 だ っ た ため,久

fig.11『夕潮』扉絵 （海藻）

野田宇 太郎 文学資料館蔵

fig.12『 旧 約 物 語 』 装 幀
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留米 の洋 画界 ではむ しろ3人 よ りも直接影響 力 を もっ

た画家 であ った と言 え よ う。

松 田 は,制 作 の上 で も3人 の画 家 か ら触 発 され る

こ とが 多 か った。 だ か ら こそ,彼 の作 品が 心 ない 者

の手 で,あ る 時 は青 木 の作 品 に,あ るい は坂 本 の作

品 に,ま た古 賀 の作 品 に擬 せ られ るこ と もあ ったの

であ る。

松 田が残 した作 品 アルバ ム,日 誌,ス ケ ッチ ブ ッ

ク,彼 あて の書 簡 な どの資料 類 を石橋 美 術館 は所 有

してい る1）。 その資 料類 か ら,松 田 と上記3人 の画家

との 関 わ りを た ど るこ とは可 能 で あ る。 なか で も,

坂本 と古賀 に関 して は,松 田が 受 け とっ た書簡 類が

残 ってい る し,彼 の 日誌 に はこの ふ た りの名前 が た

び たび記 され て い る。松 田は,21歳 の 頃か ら,坂 本

に作 品 の批 評 を請 う こ と もあ っ た 。 古 賀 か らは

「ミー しゃ ん」 と言 って慕 われ,ひ ん ぱん に行 き来

し,一 緒 に写 生 に 出か け る こ と もあ っ た ほ どで あ

る。 このふ た りの画 家 との 関 わ りに比べ れ ば,青 木

繁 との 関 わ りはそ れ ほ ど深 い よ う に は見 え な い 。

と言 うの も,松 田が 青木 と接 す る こ とので きた期 間

は,青 木 が 久留 米 に帰省 して か ら亡 くな る までの約

5年 間 に限 られ,し か もその 間,青 木 は久留 米 に定住

す るわ け で な く九 州 各地 を放 浪 す る こ とが 多 か っ

たか らで あ る。 しか し,松 田が 残 した資 料 は,没 後

なお 青 木 が松 田 に対 して大 きな影 響 力 を持 ちつ づ

け たこ とを物語 ってい る。

松 田資 料 の な か の青 木 関連 資 料 を まず は下 に列

記 し,そ の後,詳 細 に触 れ なが ら若 干 の考 察 を加 え

て い くこ と とす る。

1.松 田資料 の なかの青 木 関連 資料

〈資 料1〉 明 治40年1月30日 ～ 大正 元年12月21日 の 日

誌 。 この 日誌 は,当 初 の もの で は な く,松

田 自身 に よっ て の ち に整 理 され た もの の

よ うで あ る。

〈資料2〉 明治44年5月 ～12月 のス ケ ッチ ブ ック

〈資料3〉 明治45年 ・大正 元 年7月31日 ～大 正2年4月

fig.13松 田諦晶 《壱岐の赤瀬》

1910年 油彩 ・カンヴァス

5日 のス ケ ッチ ブ ック

〈資料4〉 大 正2年3月 ～大 正3年3月 の 日誌 。 この 日

誌 は,松 田 自身の書 簡 の写 しか らな る。

〈資料5〉 昭和6年 の 日誌

〈資 料6〉 昭和23年 の 日誌

〈資料7〉 昭和34年8月1日 ～ 昭和35年,36年 の 日誌 。

この 日誌 の 表紙 に は 「老 い ゆ く日」 と記

され てい る。

〈資 料8〉 明治42年6月 ～10月 のス ケ ッチブ ック

2.青 木の死 まで

青 木生前 の両者 の関 わ りにつ いて は,現 時点 で は,

松 田の 日誌 （資 料1）に2カ 所確 認 で きるのみ で あ る。

明 治42（1909）年8月17日 の 「絣事 務 所 出勤 中正 午青

木 繁 氏 よ り電 話 あ り。 金 の 相 談 な り」 とい う記 述

と,明 治43（1910） 年2月23日 の 「事 務 所 の帰 途 午后

二 時 半,両 替 町本荘 古 書 店 に て,青 木 繁 氏 の油 絵 を

見 る」 とい う記 述 で あ る。 この時 期,松 田は,久 留

米 絣 同業 組合 に書 記 と して勤 め て い た。 「事 務 所 」

とあ る の は,こ の絣 同業 組 合 の 事 務 所 の こ とで あ

る。 残念 なこ とに,松 田の スケ ッチ ブ ックには後 者

の記 述 と対応 す る スケ ッチ が残 されて お らず,松 田

が 見 た 青 木 の 油 絵 を特 定 す る こ とは むず か しい。

も し推 測 を許 され る な らば,こ の年,松 田 は海 を描

く機 会 が あ った こ とか ら,松 田が見 た青 木 の絵 とは

海 を描 い た 絵 で なか った か,と い う推 測 もで き よ

う。松 田 は,4月 は唐 津へ,8月 は壱 岐 に出 か けて お

り,た とえ ば,壱 岐 で の 制作 にな る 《壱 岐 の赤 瀬 》

（fig.13）に は,青 木 の 海 の絵 か らの影響 が 明確 に見 て

とれ るか らで あ る。

さて,次 に 出て くる記 述 は と言 うと,明 治44（1911）

年3月25日,青 木 繁逝 去 に関す る記 述 （資料1）で あ る。

「午前 七時 青木 繁氏 逝 く（於福 岡 九大 附属病 院）」 と

い う記述 の後 に,「 お こた らぬ 永 い たつ きに痩 せ し

頬 水 鏡 す る春 の雪 どけ」 とい う歌 が 記 されて い る

fig.14明 治44年3月25日 の松 田の記述

〈資料1〉 明治40年1月30日 ～大

正元年12月21日 の 日誌
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（fig.14）。簡 単 な記述 で あ るが,青 木 の死 が松 田 に衝

撃 を与 え た様 子 が 伝 わ っ て くる よ うだ。 歌 につ い

ては,の ちに また触 れる こ と とす る。

青 木 生前 の両 者 の関 わ りは,青 木 の死 後 もつ づ く

こ とに なる 。 そ もそ も,青 木 との 関 わ りは,松 田 ひ

と りの 問題 で な く,青 木 を知 る者 に と って,青 木 が

い か に大 きな存 在 であ った か を物 語 る ひ とつ の 例

にす ぎない と も言 え る。

3.青 木 没後 （大正 まで）

青 木が 亡 くな った年 の10月,松 田 は,青 木 の作 品

を見 せ て もら う機 会 が あ った。 「中学 生 武 田 （安 ）君

の 案 内 にて 三潴 郡 三又 村 鐘 ヶ江 中村 綱 二 氏 を訪 ね ,

故青 木 繁氏 遺作 『晩帰 』 を見 る」 と彼 の 日誌 （資 料

1）にあ る。 「晩帰」 とは,長 く清 力 酒造 に あ り,現 在

は （財 ）ウ ッ ドワ ン美 術 館 所蔵 とな って い る 《漁 夫

晩帰 》（fig.15）の こ とで あ る。松 田 のス ケ ッチ ブ ッ

ク （資 料2）に その時 描 かれ た と思 われ る ラ フス ケ ッ

チが 残 され て い る（fig.16）。 さ らに,そ の 同 じスケ ッ

チ ブ ック には,大 変興 味 深 い デ ッサ ンが2点 含 まれ

る（fig.17,18）。2点 とも,9月 頃 に描 か れ た と思 われ

る。 いず れ も目 と口 を大 き く開 け,体 を くね らせ る

女 性 の群像 で,た とえ ば,『 方寸 』5巻3号 （明治44年

7月 ）に掲 載 され た青 木 の デ ッサ ン（fig.19,20,21） を

連想 させ,青 木 か らの 影響 を強 く感 じさせ る。 松 田

が 青 木 の どの 作 品 か ら触 発 され た の か特 定 は で き

ないが,こ の 『方寸 』5巻3号 は,青 木 繁 を特 集 した

もので あ り,松 田が この号 を見 逃 した はず は ない だ

ろ う。 さ らに,こ こで も推 測 が 許 され る な ら,松 田

は青 木 の 女 性群 像 を何 らか の方 法 で 目に す る機 会

があ り2）,そこか ら創 作欲 をそ そ られ,さ らに 《漁 夫

晩 帰》 も見 たい と思 っ たの では ない か,と い う推 測

も成 り立つ か もしれ ない 。

次 に,明 治45（1912） 年3月16日 の記 述 に 「文 展 の

南 氏 の絵 を美 術 新報 で見 ま した 。平 和 で 気 持 ち よ

さ相 て成 効[成 功]の 作 だ と思 はれ ます。 然 しこれ は

南氏 の様 な境 遇 で あ り性 格 の人 と して の事 で,若 し

fig.15青 木繁 《漁夫 晩帰》1908年

油彩 ・カ ンヴ ァス （財 ）ウッ ドワン美術館蔵
fig.16松 田による 《漁夫 晩帰》 のスケ ッチ

〈資料2〉 明治44年5月 ～12月 のスケ ッチブ ック

fig.17松 田 の デ ッサ ン

〈資 料2〉 明治44年5月 ～12月 の ス ケ ッチ ブ ック

fig.18松 田 の デ ッサ ン

〈資 料2〉 明 治44年5月 ～12月

の ス ケ ッチ ブ ッ ク
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青 木 さ んの様 な境 遇 の 人 で青 木 さん の様 な性 質 の

人が,こ れ と同様 の絵 を描 い た と した ら,私 は おか

しな事 だ と思 ひ ます 。（以 下 略 ）」 とあ る （資 料1）。

この記 述 は,兄 にあ て た書 簡 の写 しか と思 われ る 。

松 田 は,ス ケ ッチ ブ ックや 日誌 の 中 に書 簡 の写 しを

残 してい る場合 が 多い 。 それ は と もか く,こ の記述

で触 れ られて い る 「文 展 の南氏 の絵 」 とは,南 薫造

の第5回 文展 出 品作 《瓦焼 き》の こ とを指 してい る。

さ らに 「青 木 さん」 とは 青 木 繁 の こ とで あ ろ う。

南 薫 造 の作 品 につ いて の感想 を述 べ る際 に,青 木 繁

の こ とを引 き合 い に出す あ た り,青 木 の こ とが松 田

の 中 で意 識 され て い た こ との証 とと ら える こ とが

で きよ う。

次 に明 治45年7月 初 旬 の メモ と思 わ れ る もの が,

スケ ッチ ブ ッ ク に残 され て い る （資料3）。 「青 木繁

氏 お こた らぬ 永 いたつ きに痩せ し頬 水 かか みす る

春 の 雪 どけ」 とい うメモ で あ る（fig.22）。 「お こた ら

ぬ」 で始 まる歌 は,「 水鏡 」 か 「水 かか み」 か の違

い はあ る ものの,先 に松 田 の 日誌 に記 され てい た歌

と同 じで あ る。 さ らに松 田は,46年 も後 にな っ て,

この 歌 を 「青 木 繁 と筑 後 の 画 壇」 とい う文 章 で紹

介 して い る3）。 「当時 地方 新 聞 に は東 中洲 松 浦 病 院

に於 て と報 道 し辞 世 の 歌 と して 掲 載 され て ゐ た

『放 浪 の 長 い たつ きに痩 せ し頬 水 鏡 す る春 の 雪 消

け』 の記憶 が今 も甦 つ て来 る」 とい う紹 介 文 で あ

る 。 日誌 や ス ケ ッチ ブ ッ クに記 され て い た歌 と は

少 し違 うけ れ ど も,こ れ も同 じ歌 だ と思 わ れ る。放

浪 の果 て病 を得 て やせ 衰 えた わが 身 を嘆 く さまが

歌 わ れて い る。 以 上 の よ うに,こ の歌 は,松 田 の記

述 の なか で語句 が 少 しずつ 異 な り,掲 載 紙 を確 認 で

きて い ない現 時 点 で は4）,正確 な とこ ろ を記 す こ と

はで きないが,今 まで紹介 され た ことの ない歌 と し

て,ま た松 田が言 っ てい る よ うにあ るい は当 時の 新

聞が 報 じて い た よ う に青木 辞 世 の 歌 と して注 目 さ

れ る。

大 正2（1913）年6月11日 付 佐 野年 一 あ て書簡 （資 料

4）の なか で,佐 野 と古賀 春江 の絵 を見 ての感 想 を述

べ る とこ ろが あ るが,そ こで も松 田は坂 本繁 二郎 や

青 木 繁 の こ と を引 き合 い に出 さず に はお れ な か っ

た5）。世 間受 け の よい看板 絵 を描 くこ とが 幸福 で あ

fig.19青木のデ ッサ ン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載 fig.20青木のデ ッサン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載

fig.21青 木のデッサ ン

『方寸』5巻3号 （明治44年7月 ）に掲載

fig.22明治45年7月 初旬の松 田によるメモ

〈資料3〉 明治45年 ・大正元年7月31日 ～

大正2年4月5日 のスケ ッチブック
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るか不 幸 であ るか，とい う 自問 自答 の なか で坂 本 や

青 木 の名 前 が 出 て くる ので あ る。 古 賀 は この書 簡

の なか で は 当事 者 と言 って よ く,坂 本 は,当 時松 田

と行 き来 が あ っ た ので こ こで 出 て きて も不 思 議 で

は ないが,青 木 はす で に亡 くな って い るに もか かわ

らず,ま だ松 田 に とって意 識 すべ き存 在 であ っ た こ

とが わか るの であ る。

4.青 木没 後 （昭和 ）

そ の後 の 青 木 との関 係 を示 す記 述 を松 田 の資 料

の なか に探 っ てい くと,青 木 の こ と を知 る松 田 の も

とには,青 木 が残 した作 品 につ いて の相 談が 持 ちか

け られ る こ と もあ っ た よ うだ。 昭和6（1931） 年6月

25日,高 島 宇朗 が 松 田 の と ころ にや っ て来 て,所 有

す る青木 の作 品 を売 りた いか ら世話 を して くれ と

頼 ん だ6）,と い う記 述 が,松 田の 日誌 の なか にあ る

（資 料5）。 「板 よ りもス ケ ッチ ブ ック の小 品 が よい

実 に面 白い」 とあ る。

昭 和23（1948） 年4月25日,坂 本繁 二郎 らの尽 力 で,

久 留 米 の 兜 山 （通称 け しけ し山 ）に青 木 繁歌 碑 が 建

て られ,そ の 除幕 式が 執 り行 われ た。 松 田 も式 に参

列 したが,彼 の 日誌 （資料6）には,「 故青 木繁 歌碑 除

幕式 参列 」 と記 され るの みで あ る。

昭和34（1959）年12月1日,松 田は,自 分 のス ケ ッチ

ブ ック に青 木 が描 い た 自画 像 を手 放 す こ とに した

（資料7）。 そ の青木 の 自画 像 が あ った と思 われ る ス

ケ ッチ ブ ック （資 料8）には,確 か に1枚 だけ切 り取 っ

た跡 が ある（fig.23）。 残 され た下 のペ ー ジ には,上 か

ら強 く押 す こ とに よ って で きた線 の跡 が残 って お

り,そ の図柄 か ら,松 田が 手放 した青 木 の 自画 像 は

晴 明 会館 所 蔵 の 《平 島 氏像 》 （fig.24）で あ る こ とが

確 認 で きる。 この 《平 島氏 像 》 は,以 前 は青木 晩年

の 自画像 と され,現 在 明治43（1910）年 の作 とされ て

い る もので あ る。 ところが ,も との松 田の ス ケ ッチ

ブ ックは,明 治42年 の6月 か ら10月 まで使 用 され て

い た もの であ り7）,制作 年 につ いて は,再 考 が必 要か

も しれ ない。 モ デル とされ る平 島信 は,当 時小 城 中

学 校 の図 画教 員 を してい た人 で,青 木 は彼 の もと に

寄 宿 して い た と伝 え られ る。 松 田 が青 木 の 自画像

だ と言 ってい たの は,彼 の 思 い こみで あ った可 能性

もあ るだ ろ う。 ここで は,モ デル の問題 や 制作 年 の

問題 は,こ れ 以 上深 く考 察 しない こ と に して,ス ケ

ッチ ブ ック その もの に 目を向 けたい 。

下 のペ ー ジ に,こ れ ほ ど強 く線 の跡 が 残 るの は,

まさ し く青木 の筆 で あ る こ とを示 して い る。 強 い

筆 圧 は,青 木 の デ ッサ ンの特徴 と言 って よい 。 同 じ

ス ケ ッチ ブ ックの 次 の ペ ー ジ に強 い筆 圧 で 描 か れ

たデ ッサ ンがあ るが（fig.25）,これ も青 木 の手 に なる

可能 性 が高 い。

それ に して も,松 田 のス ケ ッチ ブ ック に何 故 青木

が デ ッサ ン を描 い たの か，あ るい は青木 の スケ ッチ

ブ ック を松 田が 譲 り受 け た もの なの か ，謎 が 多 い。

松 田が 日誌 に記 してい な い青 木 との 関 わ り もあ っ

たか も しれ な い。 この 時期 明 治42年 の松 田の 記 述

に,「 絣 事 務所 出勤 中 正午 青 木 繁氏 よ り電 話 あ り。

fig.23切 り取 られた跡 のある松 田スケ ッチブックの1ペ ージ

〈資料8〉 明治42年6月 ～10月 のスケ ッチブ ック
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金 の相 談 な り」 とあ ったが,青 木 のデ ッサ ン とこの

「金 の相 談 」 とは対 応 す る もの な のか ，こ れ も想像

の域 を出 ない。

松 田 と青 木 の関 わ りを示 す 資 料 は け っ して 多 く

は ない 。 しか し、 ふ た りの 関 わ りが結 局 は松 田 の

死 の直 前 まで つづ くこ とを伝 え る には充 分 と も言

え る （ス ケ ッチ ブ ックに描 か れた青 木 の 自画像 を手

放 した翌 々 年 に松 田 は亡 くなる）。松 田が 残 した資

料 の なか に青 木 の足 跡 をた どる作 業 を通 し、 松 田

の な かで は もち ろ んの こ と、久 留 米 にお け る青 木

の存在 の大 き さに改 め て直面 した感が あ る。

註:

1）松 田資料の全容 について は,昭 和60（1985）年 に石橋

美 術館 で 開催 され た 「生 誕百 年記 念 松 田諦 晶展」

カ タログ巻末 の 「松 田諦 晶資料」 を参照。

2）必 ず しも図版 を通 して とは限 らないだろ う。た とえ

ば,こ の明治44年 には,福 岡市 において アカシア会洋

画展覧会 が開かれ （7月18日～25日 ）,青木 の作 品 も

参考品 として出品 された ようであるので,実 際 に作

品 を目に した可能性 も考え られ よう。

3） 『櫨 』no.5（青木繁特 集）,昭和33（1958）年11月

4）石橋美術館 が所蔵 する松 田の資料 の なか には,こ の

文章 の原稿 とそのための草稿 と思われ るものが あっ

て,そ の草稿 に,「 郷土新 聞切抜 の断片 （福 日か九州

日報?） で博 多東 中洲松 浦病 院 とあ り報道 は大略読

売 と同文で,相 違す る処 はただ 『放浪 のなが いたつ

きに痩せ し頬水 鏡する春の雪消』の辞世 の歌 が掲 載

してあつた様 に記憶が甦つて来 る」 とい うくだ りが

ある。松 田の言 う 「地方新 聞」 は,彼 自身の メモに

もある ように 『福 岡 日日新聞』 か 『九州 日報 』の可

能性が高 い と予想 し,両 紙 に該 当記事 を探 してみた

が,残念 なが ら見 つけるこ とはで きなかった。

5）佐野年一 は,古 賀春江 とともに松 田 に絵 を習 った こ

ともあ り,当時東 京で古賀 と下宿 を同 じくしていた。

6）高島宇朗は,詩 人で青木 の友 人,青 木の作品 を多数所

有 していた。

7）このスケ ッチブ ックの表紙 に 「明 治四十二 年 自六

月 至十月」 と彼 自身が記 している。

（うえの けんぞ う,ご と うじゅん こ,も りや ま ひで こ

石橋 美術館 ）

fig.24青木繁 《平島氏像》1910年

鉛筆 ・紙

晴 明会館 （晴明教）蔵
fig.25青 木のデ ッサ ンである可 能性 の高 い松 田スケ ッ

チブ ックの1ペ ー ジ
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